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転換点としてのGPS捜査判決？

転
換
点
と
し
て
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
捜
査
判
決
？小　
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剛

一　

は
じ
め
に

二　

自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
論
の
意
義
と
限
界

三　

情
報
自
己
決
定
権

四　

考　

察

五　

む
す
び
に
か
え
て

一　

は
じ
め
に

　

最
大
判
平
成
二
九
・
三
・
一
五
刑
集
七
一
巻
三
号
一
三
頁
（
以
下
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
捜
査
判
決
と
よ
ぶ
）
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
捜
査
に
つ
い
て
、
令

状
を
要
す
る
「
強
制
の
処
分
に
当
た
」
り
、
さ
ら
に
「
検
証
」
で
は
捉
え
き
れ
な
い
性
質
を
有
す
る
と
し
て
、
立
法
的
措
置
を
要
求

し
た
。

　

⒜　

家
宅
捜
索
や
通
信
傍
受
の
よ
う
な
古
典
的
・
典
型
的
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
対
す
る
侵
害
を
さ
て
お
け
ば
、
こ
れ
ま
で
、
わ
が
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国
の
行
政
実
務
と
（
裁
）
判
例
は
、
警
察
そ
の
他
の
行
政
機
関
に
よ
る
個
人
情
報
の
取
得
等
に
つ
い
て
寛
大
だ
っ
た
印
象
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
傾
向
を
決
定
づ
け
た
の
が
、
最
高
裁
の
京
都
府
学
連
事
件
判
決
（
最
大
判
昭
和
四
四
・
一
二
・
二
四
刑
集
二
三
巻
一
二
号

一
六
二
五
頁
）
と
一
斉
検
問
事
件
判
決
（
最
判
昭
和
五
五
・
九
・
二
二
刑
集
三
四
巻
五
号
二
七
二
頁
）
で
あ
ろ
う
。

　

前
者
は
、「
現
に
犯
罪
が
行
な
わ
れ
も
し
く
は
行
な
わ
れ
た
の
ち
間
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
し
か
も
証
拠
保
全

の
必
要
性
お
よ
び
緊
急
性
が
あ
り
、
か
つ
そ
の
撮
影
が
一
般
的
に
許
容
さ
れ
る
限
度
を
こ
え
な
い
相
当
な
方
法
を
も
つ
て
行
な
わ
れ

る
と
き
」
と
い
う
条
件
を
設
定
し
た
こ
と
か
ら
、
肖
像
権
を
含
む
人
格
権
に
親
和
的
な
判
例
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、「
み
だ
り
に
」

容
ぼ
う
等
を
「
撮
影
さ
れ
な
い
自
由
」
の
、「
み
だ
り
に
」
か
ど
う
か
の
判
断
に
か
か
わ
る
説
示
だ
と
読
め
ば
、
主
観
的
権
利
と
し

て
の
肖
像
権
を
承
認
し
た
も
の
で
は
な
く
、「
み
だ
り
に
」
で
な
け
れ
ば
よ
い
と
す
る
後
の
（
裁
）
判
例
を
方
向
づ
け
た
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。

　

後
者
の
一
斉
検
問
判
決
は
、
組
織
法
（
警
察
法
二
条
一
項
）
を
根
拠
と
し
た
検
問
を
認
め
、
後
に
、
東
京
高
裁
判
決
が
こ
れ
を
援

用
し
て
、
Ｎ
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
法
律
上
の
根
拠
は
不
要
で
あ
る
と
す
る
な
ど
（
後
述
四
⑴
⒜
）、
一
般
に
、
個
人
情
報
の
取
得
に
際

し
、
法
律
（
作
用
法
）
上
の
根
拠
を
要
求
し
な
い
先
例
と
な
っ
た
。

　

⒝　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
捜
査
判
決
は
、「
公
道
上
の
所
在
を
肉
眼
で
把
握
し
た
り
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
り
す
る
よ
う
な
手
法
と
は
異
な
り
、

（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
捜
査
は
）
公
権
力
に
よ
る
私
的
領
域
へ
の
侵
入
を
伴
う
」
と
説
示
し
て
い
る
。
公
道
上
の
肉
眼
で
の
監
視
と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
捜
査
と

の
間
に
は
、
監
視
カ
メ
ラ
、
Ｎ
シ
ス
テ
ム
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
種
々
の
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
装
置
の
私
物
へ
の
装
着

で
は
な
く
、
携
帯
電
話
や
自
動
車
が
発
信
す
る
位
置
情
報
の
取
得
に
ま
で
本
判
決
の
射
程
が
及
ぶ
の
か
ど
う
か
も
明
白
で
は
な
い
。

線
引
き
を
ど
こ
で
行
う
か
は
、
わ
が
国
の
個
人
情
報
保
護
の
法
整
備
を
促
進
す
る
う
え
で
、
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、

テ
ロ
対
策
や
組
織
犯
罪
対
策
な
ど
、
犯
罪
や
警
察
活
動
の
前
倒
し
（
共
謀
罪
や
、
具
体
的
危
険
を
要
求
し
な
い
危
険
の
「
前
域
」
に
お
け

る
情
報
活
動
）
が
常
態
化
す
る
中
、
自
由
と
安
全
の
バ
ラ
ン
ス
を
失
し
な
い
た
め
に
は
、
公
道
等
に
お
け
る
行
動
や
、
指
紋
等
の
そ
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れ
自
体
と
し
て
は
秘
匿
性
の
程
度
が
高
い
と
は
い
え
な
い
個
人
情
報
に
つ
い
て
も
、
憲
法
的
保
護
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。《
公
道

だ
か
ら
》《
単
純
な
情
報
だ
か
ら
》
容
易
に
取
得
し
て
よ
い
と
し
た
の
で
は
、
現
在
の
情
報
処
理
技
術
が
も
た
ら
す
人
格
へ
の
危
険

に
対
処
で
き
な
い
。

　

⒞　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
捜
査
判
決
が
そ
の
た
め
の
転
轍
を
し
た
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
最
後
に
簡
単
に
考
察
す
る
。
本
稿
で
は
、
公
道

等
に
お
け
る
単
純
な
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
を
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
し
、
住
居
や
通
信
と
比
べ
て

一
段
階
劣
る
と
見
ら
れ
る
個
人
情
報
に
つ
い
て
、
憲
法
的
保
護
の
あ
り
方
を
検
討
す
る（（
（

。

二　

自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
論
の
意
義
と
限
界

　

⒜　
（
古
典
的
）
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
先
例
と
な
っ
た
「
宴
の
あ
と
」
事
件
判
決
（
東
京
地
判
昭
和
三
九
・
九
・
二
八
下
民
集
一
五
巻
九

号
二
三
一
七
頁
）
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
「
私
生
活
を
み
だ
り
に
公
開
さ
れ
な
い
法
的
保
障
な
い
し
権
利
」
と
定
義
し
、「
個
人
の

尊
厳
を
保
ち
幸
福
の
追
求
を
す
る
う
え
に
お
い
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
」
で
あ
る
と
位
置
づ
け
、
い
わ
ゆ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
三

要
件
を
提
示
し
た
。
そ
の
後
、
学
説
で
は
、
佐
藤
幸
治
に
よ
っ
て
（
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
一
九
六
〇
年
代
後
半
の
議
論
を
参
照
し
つ
つ
）

自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
説
が
提
唱
さ
れ（（
（

、
急
速
に
支
持
を
集
め
た
ほ
か
、（
裁
）
判
例
で
も
主
張
・
援
用
さ
れ
る
に
い
た
る（（
（

。

　

同
説
は
、
個
人
情
報
を
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
固
有
情
報
」
と
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
外
延
情
報
」
と
に
区
別
す
る（（
（

。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
固
有

情
報
は
、
そ
の
意
に
反
し
た
情
報
の
取
得
・
利
用
が
た
だ
ち
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
と
な
る
の
に
対
し
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
外
延
情

報
は
、
正
当
な
目
的
・
方
法
に
よ
り
情
報
を
取
得
・
利
用
す
る
限
り
に
お
い
て
、
違
法
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
は
生
じ
な
い
。
し
か

し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
外
延
情
報
で
も
、
そ
う
し
た
情
報
が
悪
用
ま
た
は
集
積
さ
れ
る
な
ら
ば
、
個
人
の
自
律
的
生
存
に
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
自
己
に
関
す
る
情
報
の
収
集
・
管
理
・
利
用
・
開
示
・
提
供
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
本
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人
の
意
に
反
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。

　

⒝　

近
年
の
（
裁
）
判
例
で
は
、
原
告
が
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
を
主
張
、
国
側
は
権
利
性
を
否
定
、
裁
判
所
は
─
─
濃
淡

あ
る
が
─
─
限
定
的
に
認
め
る
、
と
い
う
図
式
が
定
着
し
つ
つ
あ
る（（
（

。
も
っ
と
も
、
こ
の
濃
淡
が
、
結
論
に
ど
の
程
度
影
響
す
る
か

は
別
の
問
題
で
あ
る
。

　

自
衛
隊
情
報
保
全
隊
事
件（（
（

で
は
、
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
遣
に
反
対
す
る
活
動
、
マ
ス
コ
ミ
動
向
等
に
関
し
、
情
報
保
全
隊
が
そ
の

名
称
、
行
動
形
態
、
年
月
日
、
時
間
、
場
所
、
動
員
数
、
行
動
の
概
要
等
を
ま
と
め
た
内
部
文
書
が
問
題
と
な
っ
た
。
原
告
ら
は
、

自
衛
隊
イ
ラ
ク
派
遣
に
反
対
す
る
活
動
等
が
情
報
保
全
隊
に
よ
っ
て
監
視
さ
れ
、
情
報
を
収
集
さ
れ
た
と
し
て
、
被
告
国
に
対
し
て
、

人
格
権
等
に
基
づ
き
「
表
現
活
動
の
監
視
に
よ
る
情
報
収
集
等
」
の
差
止
め
と
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
。
第
一
審
（
仙
台
地
判
平
成

二
四
・
三
・
二
四
判
時
二
一
四
九
号
九
九
頁
）
は
、
対
象
行
為
の
不
特
定
を
理
由
に
差
止
め
請
求
を
却
下
し
た
が
、
国
賠
請
求
に
つ
い

て
は
、
五
名
に
つ
い
て
一
部
認
容
し
た
（
ア
マ
チ
ュ
ア
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
で
あ
る
Ｘ３
に
つ
き
金
十
万
円
、
町
、
市
、
県
の
各

地
方
議
会
議
員
で
あ
る
Ｘ１
、
Ｘ２
、
Ｘ４
、
Ｘ５
に
つ
き
金
五
万
円
）。
二
審
の
仙
台
高
裁
（
仙
台
高
判
平
成
二
八
・
二
・
二
判
時
二
二
九
三
号
一
八

頁
）
は
、
差
止
め
請
求
を
却
下
す
る
と
と
も
に
、
Ｘ３
に
つ
い
て
原
審
判
断
を
支
持
し
た
が
、
Ｘ１
、
Ｘ２
、
Ｘ４
、
Ｘ５
に
つ
い
て
は
原
判
決

を
取
消
し
、
請
求
棄
却
と
し
た
（
そ
の
後
、
最
高
裁
は
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
二
六
日
に
第
一
審
原
告
ら
に
よ
る
上
告
を
棄
却
し
、
高
裁
判

決
が
確
定
）。

　

本
件
の
地
裁
と
高
裁
と
で
は
、
法
的
構
成
が
異
な
る
。
地
裁
は
、
本
件
情
報
収
集
行
為
の
国
賠
法
上
の
違
法
性
を
、
権
利
利
益
／

制
限
／
制
限
の
正
当
化
と
い
う
三
段
階
で
判
断
し
、
そ
の
第
一
段
階
と
第
二
段
階
で
、
次
の
よ
う
に
説
示
し
た
。「
遅
く
と
も
行
政

機
関
保
有
個
人
情
報
保
護
法
が
制
定
さ
れ
た
…
…
日
ま
で
に
は
、
自
己
の
個
人
情
報
を
正
当
な
目
的
や
必
要
性
に
よ
ら
ず
収
集
あ
る

い
は
保
有
さ
れ
な
い
と
い
う
意
味
で
の
自
己
の
個
人
情
報
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
利
は
、
法
的
に
保
護
に
値
す
る
利
益
と
し
て
確

立
し
」
た
（
傍
線
小
山
。
以
下
同
じ
）。
情
報
保
全
隊
は
「
各
原
告
が
し
た
活
動
等
の
状
況
等
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
れ
ら
各
原
告
の
氏
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名
、
職
業
に
加
え
、
所
属
政
党
等
の
思
想
信
条
に
直
結
す
る
個
人
情
報
を
収
集
し
て
」
お
り
、
各
原
告
は
、「
自
己
の
個
人
情
報
を

コ
ン
ト
ー
ル
〔
原
文
マ
マ
〕
と
い
う
法
的
保
護
に
値
す
る
利
益
、
す
な
わ
ち
、
人
格
権
…
…
を
侵
害
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
」。

　

こ
れ
に
対
し
、
高
裁
判
決
は
、「
総
合
考
慮
」
型
の
一
段
階
の
判
断
を
採
用
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

権
は
、
被
侵
害
利
益
の
性
質
を
検
討
す
る
中
で
登
場
し
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
は
法
的
保
護

に
値
す
る
権
利
と
し
て
の
成
熟
性
を
認
め
難
い
が
「
行
政
機
関
の
ど
の
よ
う
な
行
為
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
を
構
成
す
る
か
な
ど
を

検
討
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
の
考
え
方
、
ま
た
、
…
…
行
政
機
関
保
有
個
人
情
報
保
護
法
の
定
め
…
…

は
斟
酌
さ
れ
る
べ
き
」
で
あ
る
。

　

両
判
決
を
比
較
す
る
と
、
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
取
入
れ
の
濃
淡
は
明
ら
か
で
あ
る
。
あ
る
評
釈
は
、
地
裁
に
つ
い
て

「『
自
己
の
個
人
情
報
を
正
当
な
目
的
や
必
要
性
に
よ
ら
ず
収
集
あ
る
い
は
保
有
さ
れ
な
い
と
い
う
意
味
で
の
自
己
の
個
人
情
報
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
利
』
を
承
認
し
て
い
る
」
と
指
摘
す
る（（
（

。
し
か
し
、
こ
の
法
的
構
成
の
違
い
が
、
本
件
事
例
の
解
決
に
あ
た
り
、

実
質
的
な
差
異
を
も
た
ら
し
た
よ
う
に
は
思
え
な
い
。
ま
ず
、
高
裁
と
同
じ
く
、
地
裁
も
情
報
収
集
活
動
に
法
令
の
根
拠
を
要
求
し

て
い
な
い
。
ま
た
、
情
報
収
集
・
保
有
の
必
要
性
に
つ
い
て
審
査
し
た
地
裁
判
決
の
第
三
段
階
で
は
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

「
行
政
上
の
目
的
、
必
要
性
そ
の
他
の
適
法
性
を
基
礎
付
け
る
具
体
的
な
事
由
（
換
言
す
れ
ば
、
上
記
各
原
告
が
こ
れ
を
甘
受
す
べ
き
根

拠
と
な
る
具
体
的
な
事
由
）
が
存
在
す
る
か
否
か
を
判
断
す
る
に
、
被
告
は
、
上
記
各
原
告
に
対
す
る
情
報
収
集
等
に
つ
い
て
、
目

的
、
必
要
性
そ
の
他
の
適
法
性
を
基
礎
付
け
る
具
体
的
な
事
由
を
何
ら
主
張
せ
ず
、
た
だ
、
情
報
保
全
隊
の
組
織
規
範
及
び
一
般
的

な
情
報
保
全
業
務
に
関
す
る
主
張
を
す
る
に
止
ま
る
」。
こ
の
判
示
か
ら
す
る
と
、
仮
に
国
が
情
報
収
集
の
必
要
性
を
具
体
的
に
主

張
し
て
い
れ
ば
、
地
裁
の
結
論
も
高
裁
と
同
じ
だ
っ
た
と
考
え
う
る
の
で
あ
る
。

　

⒞　

こ
の
裁
判
例
が
示
す
よ
う
に
、
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
と
い
う
構
想
自
体
に
、
一
定
の
限
界
が
あ
る
こ
と
が
み
え
て
く
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る
。
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
説
に
対
し
て
は
、
そ
の
具
体
的
な
権
利
内
容
、
成
立
要
件
、
法
律
効
果
等
が
い
ず
れ
も
抽
象
的
、

不
明
確
で
あ
る
と
の
指
摘
や
批
判
が
あ
る
が（（
（

、
そ
の
こ
と
は
、
本
質
的
な
問
題
で
は
な
い
。
訴
訟
の
多
く
は
、
積
極
的
な
「
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
」
を
求
め
る
も
の
で
は
な
く
、
公
権
力
に
対
し
て
情
報
収
集
等
の
不
作
為
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
は
、
防
御

権
と
し
て
具
体
的
な
内
実
を
持
ち
う
る
た
め
で
あ
る
。

　

自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
説
の
成
果
は
、
単
純
な
個
人
情
報
に
ま
で
憲
法
的
保
護
を
拡
張
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
問
題
は
、
個

人
情
報
を
二
種
に
分
け
、
そ
の
秘
匿
性
の
程
度
を
固
定
し
た
こ
と
に
あ
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
外
延
情
報
の
制
約
に
つ
い
て
は
、
は
じ

め
か
ら
法
律
上
の
根
拠
は
要
求
さ
れ
な
い
。
も
と
よ
り
、
法
律
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
取
得
等
が
「
み
だ
り
に
」
で
は
な
い
論
拠

と
な
る
が（（
（

。

三　

情
報
自
己
決
定
権

　

単
純
な
個
人
情
報
の
保
護
の
要
点
は
、
情
報
そ
れ
自
体
の
価
値
で
は
な
く
、
情
報
の
使
わ
れ
方
（
の
統
制
）
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、

ド
イ
ツ
に
お
け
る
情
報
自
己
決
定
権
（Recht auf inform

ationelle Selbstbestim
m

ung

）
と
い
う
構
想
は
有
益
で
あ
る
。

⑴　

国
勢
調
査
判
決

　

連
邦
憲
法
裁
判
所
の
国
勢
調
査
判
決
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
詳
し
く
紹
介
す
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う（（（
（

。
要
点
の
箇
条
書
き
に
と

ど
め
た
い
。

　

①
（
保
護
範
囲
）　

自
動
デ
ー
タ
処
理
や
デ
ー
タ
の
結
合
が
個
人
の
自
己
決
定
に
も
た
ら
し
う
る
影
響
か
ら
、「
人
格
の
自
由
な
発
展
は
、

デ
ー
タ
処
理
に
関
わ
る
現
在
の
条
件
の
下
で
は
、
個
人
情
報
の
無
制
約
な
収
集
、
蓄
積
、
利
用
お
よ
び
流
布
に
対
し
て
各
人
が
保
護
さ
れ
る
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こ
と
を
前
提
と
す
る
。
こ
の
保
護
は
、
基
本
法
一
条
一
項
と
結
び
つ
い
た
二
条
一
項（

（（
（

に
含
ま
れ
る
。
基
本
権
は
、
そ
の
限
り
で
、
個
人
情
報

の
放
棄
お
よ
び
利
用
に
つ
い
て
原
則
と
し
て
自
ら
決
定
す
る
各
人
の
権
限
を
保
障
す
る
」。

　

②
（
意
義
）　

情
報
自
己
決
定
権
の
射
程
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
市
民
に
申
告
を
求
め
た
情
報
の
有
益
性
お
よ
び
利
用
可
能
性
で
あ
る
。

「
そ
れ
だ
け
を
見
れ
ば
些
細
な
デ
ー
タ
で
も
、
新
た
な
重
要
性
を
獲
得
す
る
。
そ
の
限
り
で
、
自
動
デ
ー
タ
処
理
と
い
う
条
件
の
下
で
『
些

細
』
な
デ
ー
タ
は
、
も
は
や
存
在
し
な
い
」。
情
報
が
ど
の
程
度
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
か
は
、
そ
れ
が
内
密
事
項
に
関
わ
る
も
の
か
ど
う
か
だ
け

で
は
な
い
。「
い
か
な
る
目
的
の
た
め
に
デ
ー
タ
提
出
が
要
求
さ
れ
、
い
か
な
る
結
合
可
能
性
や
利
用
可
能
性
が
存
在
す
る
の
か
が
明
ら
か

で
あ
っ
て
初
め
て
、
情
報
自
己
決
定
権
の
制
限
が
ど
こ
ま
で
許
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
問
い
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
」。

　

③
（
限
界
）　

情
報
自
己
決
定
権
は
無
制
限
に
保
障
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、｢

原
則
と
し
て
各
人
は
、
優
越
す
る
公
共
の
利
益
の
保
護
の

た
め
に
さ
れ
る
情
報
自
己
決
定
権
の
制
限
を
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い｣

。
し
か
し
、
優
越
す
る
公
益
保
護
の
た
め
に
行
わ
れ
る
基
本
権

の
制
限
に
際
し
て
は
、
法
律
の
留
保
、
規
範
の
明
確
性
、
比
例
原
則
、
組
織
・
手
続
上
の
予
防
措
置
が
必
要
で
あ
る
。

　

─
─
個
人
関
連
デ
ー
タ
の
申
告
を
強
制
す
る
に
は
、
立
法
者
が
利
用
目
的
に
つ
い
て
領
域
を
特
定
し
、
か
つ
、
詳
細
に
規
定
す
る
こ
と
に

加
え
、
申
告
が
こ
の
目
的
の
た
め
に
適
合
的
で
あ
り
必
要
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
匿
名
化
さ
れ
て
い
な
い
デ
ー
タ
を
、
不
特
定
の
目
的
ま

た
は
特
定
で
き
な
い
目
的
の
た
め
に
収
集
・
蓄
積
し
て
は
な
ら
な
い
。
任
務
の
履
行
の
た
め
に
個
人
関
連
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
部
署
は
、
そ

の
目
的
を
達
成
す
る
の
に
必
要
な
最
小
限
に
と
ど
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

─
─
デ
ー
タ
の
使
用
は
、
法
律
で
規
定
さ
れ
た
目
的
に
限
定
さ
れ
る
。
自
動
デ
ー
タ
処
理
の
危
険
に
関
し
て
は
、
伝
達
禁
止
お
よ
び
利
用

禁
止
に
よ
る
、
目
的
変
更
に
対
す
る
保
護
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
他
の
手
続
的
予
防
措
置
と
し
て
は
、
説
明
義
務
、
情
報
提
供
義
務
、
消
去

義
務
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

─
─
自
動
デ
ー
タ
処
理
の
下
で
の
デ
ー
タ
蓄
積
や
デ
ー
タ
利
用
が
国
民
の
目
に
見
え
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
、
適
時
の
予
防
に
よ
る
早
期
の

権
利
保
護
の
利
益
か
ら
も
、
独
立
し
た
デ
ー
タ
保
護
受
託
者
の
関
与
が
情
報
自
己
決
定
権
の
保
障
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
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⑵　

単
純
な
個
人
情
報
保
護

　

そ
の
後
も
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
情
報
単
体
に
は
価
値
が
な
い
、
あ
る
い
は
、
公
道
上
な
ど
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
期
待
が
必
ず

し
も
高
く
な
い
場
所
に
お
け
る
個
人
情
報
の
取
得
に
つ
い
て
、
情
報
自
己
決
定
権
と
の
整
合
性
を
審
査
し（（（
（

、
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か

を
違
憲
と
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
日
本
と
比
較
し
や
す
い
、
自
動
車
ナ
ン
バ
ー
の
自
動
読
取
り
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
判
決
と
レ
ー

ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
監
視
カ
メ
ラ
決
定
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

⒜　

ま
ず
、
Ｎ
シ
ス
テ
ム
類
似
の
自
動
車
ナ
ン
バ
ー
の
自
動
読
取
り
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
ヘ
ッ
セ
ン
州

「
公
共
の
秩
序
と
安
全
」
法
一
四
条
五
項
、
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ッ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
一
般
行
政
法
一
八
四
条
五
項
は
基
本
法
一

条
一
項
と
結
び
つ
い
た
二
条
一
項
に
合
致
せ
ず
、
無
効
で
あ
る
と
し
た（（（
（

。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
特
に
、
同
法
に
よ
る
授
権
の
特
定

性
と
明
確
性
が
欠
け
て
い
る
た
め
、
①
問
題
と
な
っ
た
規
定
に
は
、
ナ
ン
バ
ー
と
並
ん
で
更
に
ど
ん
な
情
報
が
収
集
さ
れ
て
よ
い
か

が
明
文
で
規
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
お
そ
ら
く
は
同
乗
者
に
関
す
る
詳
細
を
も
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
②
収
集
さ
れ
た

情
報
の
利
用
目
的
が
十
分
明
確
か
つ
特
定
的
に
規
制
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、（
目
的
は
正
当
で
あ
り
、
手
段
の
適
合
性
・
必
要
性
は
認
め

ら
れ
る
と
し
て
も
）
狭
義
の
比
例
性
を
満
た
し
て
い
な
い
と
説
示
し
た
。

　

⒝　

レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
監
視
カ
メ
ラ
決
定（（（
（

で
は
、
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
市
が
シ
ナ
ゴ
ー
グ
跡
地
に
制
作
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を

保
護
す
る
た
め
に
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
デ
ー
タ
保
護
法
一
六
条
一
項
、
一
七
条
一
項
を
根
拠
法
と
し
て
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
た
こ
と

の
合
憲
性
が
問
題
と
な
っ
た
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
下
記
の
通
り
、
同
法
の
規
定
は
明
確
性
・
特
定
性
の
要
求
を
満
た
さ
な
い
と

し
て
、
市
に
よ
る
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
設
置
を
違
憲
で
あ
る
と
し
た
。

　
「
バ
イ
エ
ル
ン
州
デ
ー
タ
保
護
法
一
六
条
一
項
は
、
国
の
官
庁
に
よ
る
デ
ー
タ
収
集
に
関
す
る
一
般
的
な
規
律
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
規
定
は
、
単
に
そ
の
都
度
の
官
庁
の
権
限
に
結
び
付
け
、
デ
ー
タ
収
集
に
対
し
て
、
必
要
性
の
要
請
に
よ
っ
て
限
定
を
加
え
る
の
み
で
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あ
る
。
デ
ー
タ
収
集
に
対
す
る
任
務
あ
る
い
は
領
域
に
固
有
の
（bereichsspezifisch

）
前
提
要
件
が
欠
け
て
い
る
。
バ
イ
エ
ル
ン
州

デ
ー
タ
保
護
法
一
六
条
一
項
に
含
ま
れ
て
い
る
必
要
性
の
要
請
は
、
詳
し
く
記
述
さ
れ
た
規
範
目
標
に
方
向
づ
け
ら
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、

官
庁
の
実
務
を
十
分
に
導
き
、
あ
る
い
は
統
制
規
準
を
提
供
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
規
範
は
、
ビ
デ
オ
監
視
の
適
法

性
を
判
断
す
る
た
め
の
十
分
な
規
準
を
提
供
す
る
も
の
で
は
な
い
。
各
人
も
ま
た
、
こ
の
根
拠
に
よ
っ
て
は
、
い
か
な
る
機
会
に
、
い
か
な

る
目
的
で
、
い
か
な
る
方
法
で
自
身
に
対
す
る
情
報
が
収
集
さ
れ
う
る
の
か
に
つ
い
て
、
予
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。」

　

バ
イ
エ
ル
ン
州
デ
ー
タ
保
護
法
一
七
条
一
項
は
、
取
得
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
保
存
、
変
更
お
よ
び
利
用
に
つ
い
て
規
律
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

同
様
に
、
デ
ー
タ
に
結
び
付
い
た
措
置
の
理
由
お
よ
び
限
界
に
つ
い
て
の
、
十
分
な
規
準
を
含
ん
で
い
な
い
。
確
か
に
、
必
要
性
の
要
請
と

並
ん
で
、
取
得
の
目
的
が
デ
ー
タ
利
用
の
限
界
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
デ
ー
タ
保
護
法
一
六
条
一
項
が
取
得

の
目
的
を
詳
し
く
局
限
し
て
い
な
い
の
と
同
様
に
、
同
法
一
七
条
一
項
も
、
単
に
権
限
規
定
を
指
示
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

四　

考　

察

⑴　

単
純
な
個
人
情
報
と
制
約
強
度

　

⒜　

上
記
の
二
判
例
の
事
案
で
公
権
力
に
よ
り
取
得
さ
れ
た
の
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
ま
た
は
容
姿
等
で
あ
り
、
場
所
は
、
だ

れ
で
も
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
公
道
あ
る
い
は
公
共
の
広
場
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
個
人
情
報
は
、
日
本
の
（
裁
）
判
例
で
は
、

あ
た
か
も
例
外
的
に
の
み
保
護
さ
れ
る
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。
東
京
高
裁
Ｎ
シ
ス
テ
ム
判
決
（
東
京
高
判
平

成
二
一
・
一
・
二
九　

判
タ
一
二
九
五
号
一
九
三
頁
）
は
、
①
Ｎ
シ
ス
テ
ム
等
に
よ
り
個
人
の
情
報
を
収
集
し
管
理
す
る
目
的
は
、
自

動
車
使
用
犯
罪
の
犯
人
の
検
挙
等
犯
罪
捜
査
の
必
要
お
よ
び
犯
罪
被
害
の
早
期
回
復
に
限
定
さ
れ
て
い
て
、
正
当
な
も
の
と
認
め
ら

れ
、
②
収
集
、
管
理
さ
れ
る
情
報
は
、
何
人
も
公
道
上
を
走
行
す
る
際
に
は
外
部
か
ら
容
易
に
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
法
律
に
よ
っ
て
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
車
両
デ
ー
タ
に
限
ら
れ
て
い
て
、
公
権
力
に
対
し
て
秘
匿
さ
れ
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る
べ
き
情
報
で
は
な
く
、
③
収
集
、
管
理
の
方
法
は
、
有
形
力
の
行
使
に
当
た
ら
な
い
の
は
も
と
よ
り
、
走
行
等
に
何
ら
か
の
影
響

を
及
ぼ
す
な
ど
国
民
に
特
別
の
負
担
を
負
わ
せ
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
判
決
は
、
④
取
得
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
、
目
的
達
成
に
必
要
な
短
期
間
保
存
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
の
後
消
去
さ
れ
、

目
的
外
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
公
権
力
が
み
だ
り
に
国
民
の
情
報
を
収
集
、
管
理
す
る
と
い
う
こ
と

は
で
き
な
い
と
し
、
⑤
法
令
上
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
と
は
異
な
り
、「
我
が
国
に
お
い
て
は
、
警
察
は
、
警
察
法
二
条
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
強
制
力
を
伴
わ
な
い
限
り
犯
罪
捜
査
に
必
要
な
諸
活
動
を
行
う
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

上
記
の
よ
う
な
態
様
で
公
道
上
に
お
い
て
何
人
で
も
確
認
し
得
る
車
両
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
適
法
に
行

い
得
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
（
自
動
車
一
斉
検
問
判
決
等
参
照
）」
と
し
て
い
る
。

　

⒝　

し
か
し
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
公
道
等
に
お
け
る
単
純
な
個
人
情
報
で
あ
っ
て
も
、
強
度
の
基
本
権
制
約
を
伴
い
う
る
と

し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
Ｎ
シ
ス
テ
ム
判
決
は
、「
授
権
の
根
拠
に
対
す
る
憲
法
上
の
要
請
は
、
侵
害
の
強
さ
に
依
存
す
る
」
が
、
侵
害

の
強
さ
は
、
と
り
わ
け
、「
捕
捉
さ
れ
る
情
報
の
種
類
、
捕
捉
の
き
っ
か
け
（A

nlass

）
と
状
況
（U

m
stände

）、
該
当
者
の
範
囲
、

お
よ
び
、
デ
ー
タ
の
あ
り
う
る
利
用
の
種
類
」
に
影
響
さ
れ
る
と
説
示
し
た
。
Ｎ
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
情
報
自
己
決
定

権
を
さ
ら
に
強
化
す
る
方
向
で
の
部
分
的
見
直
し
が
予
想
さ
れ
る
た
め（（（
（

、
本
稿
で
は
、
部
会
決
定
で
あ
る
が
、
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク

監
視
カ
メ
ラ
決
定
に
お
け
る
当
て
は
め
を
見
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

同
決
定
は
、
ビ
デ
オ
監
視
が
「
一
般
的
人
格
権
に
対
す
る
重
大
な
侵
害
を
生
じ
さ
せ
る
」
と
し
、
そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
説
明

す
る
。

　
「
情
報
自
己
決
定
権
に
対
す
る
侵
害
の
強
度
の
判
断
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
侵
害
の
性
質
（A

rt

）
で
あ
る
。
そ
の
限
り
で
、
果
た
し

て
当
該
個
人
が
措
置
の
き
っ
か
け
を
与
え
た
の
か
ど
う
か
、
そ
の
措
置
が
ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
の
か
も
ま
た
重
要
で
あ
る
。
広
い
範
囲
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に
拡
散
す
る
嫌
疑
な
き
侵
害
は
、
具
体
的
な
逸
脱
行
為
と
無
関
係
な
、
自
身
の
行
為
が
侵
害
の
き
っ
か
け
を
与
え
た
の
で
は
な
い
、
多
く
の

個
人
が
措
置
の
作
用
領
域
に
取
り
込
ま
れ
る
も
の
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
、
高
い
強
度
の
侵
害
で
あ
る
」。

　
「
計
画
さ
れ
た
ビ
デ
オ
監
視
は
、
強
力
な
侵
害
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
該
空
間
に
立
ち
入
る
す
べ
て
の
者
を
害
す
る
。
こ
れ
は
、
負
担
的

な
高
権
的
措
置
を
準
備
し
、
空
間
を
利
用
す
る
者
の
行
動
を
制
御
す
る
（lenken

）
こ
と
に
仕
え
る
。
こ
の
措
置
の
重
大
性
（Gew

icht

）

は
、
録
画
に
よ
っ
て
、
取
得
さ
れ
た
画
像
が
様
々
に
利
用
さ
れ
、
加
工
さ
れ
、
他
の
情
報
と
結
合
さ
れ
う
る
場
合
、
よ
り
高
く
な
る
。」
待

ち
合
わ
せ
場
所
に
立
ち
入
っ
た
者
の
う
ち
、
利
用
規
則
等
に
違
反
す
る
の
は
少
数
の
者
に
と
ど
ま
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
ビ
デ
オ
監
視
お
よ
び

取
得
さ
れ
た
映
像
の
録
画
は
、
圧
倒
的
に
、
自
ら
は
監
視
の
き
っ
か
け
を
作
り
出
し
て
い
な
い
者
を
捕
捉
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

⒞　

上
述
の
通
り
、
こ
こ
で
公
権
力
に
よ
り
取
得
さ
れ
た
情
報
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
ま
た
は
容
姿
等
で
あ
り
、
場
所
は
、
だ

れ
で
も
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
公
道
あ
る
い
は
公
共
の
広
場
で
あ
る
。
公
道
上
＋
法
律
で
義
務
付
け
と
い
う
自
動
車
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
情
報
は
、「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
対
す
る
合
理
的
期
待
」
を
指
標
と
す
れ
ば
、
保
護
の
必
要
性
は
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
な
る
で
あ

ろ
う
。
東
京
高
裁
Ｎ
シ
ス
テ
ム
判
決
は
、
そ
の
よ
う
な
思
考
に
忠
実
で
あ
る
。

　

も
っ
ぱ
ら
情
報
取
得
の
時
点
に
つ
い
て
合
理
的
期
待
の
程
度
を
測
定
し
、
一
定
の
閾
値
を
超
え
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
収
集
に
あ

た
り
物
理
的
強
制
力
の
行
使
が
な
け
れ
ば
強
制
処
分
に
あ
た
ら
な
い
と
す
る
の
は
、
基
本
権
保
護
の
点
で
十
分
と
は
い
え
な
い
で
あ

ろ
う
。
ド
イ
ツ
で
は
、
物
理
的
強
制
力
の
有
無
は
、
情
報
自
己
決
定
権
に
対
す
る
制
約
に
あ
た
る
か
を
判
断
す
る
文
脈
で
は
考
慮
さ

れ
な
い
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
が
一
貫
し
て
強
調
す
る
の
は
、
デ
ー
タ
の
集
積
・
結
合
・
転
用
と
い
う
、
取
得
後
の
問
題
で
あ
る
。

ま
た
、
─
─
こ
れ
も
合
理
的
期
待
を
指
標
と
し
た
日
本
の
実
務
感
覚
と
は
異
な
る
で
あ
ろ
う
が
─
─
自
ら
の
行
為
が
原
因
と
な
っ
た

犯
罪
捜
査
の
た
め
の
情
報
収
集
と
は
異
な
り
、
だ
れ
で
も
普
通
に
立
ち
入
る
公
共
広
場
に
立
ち
入
っ
た
と
い
う
だ
け
で
ビ
デ
オ
カ
メ

ラ
に
よ
る
監
視
の
対
象
と
な
る
こ
と
は
、
侵
害
の
強
度
を
強
め
る
要
因
と
な
る
。
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⑵　

要
求
さ
れ
る
明
確
性
・
特
定
性
の
程
度

　

法
律
上
の
根
拠
の
要
否
を
ひ
と
ま
ず
さ
て
お
い
て
、
そ
も
そ
も
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
ド
イ
ツ
Ｎ
シ
ス
テ
ム
判
決
に
お
い
て
違
憲
と

し
た
ヘ
ッ
セ
ン
州
法
や
、
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
監
視
カ
メ
ラ
決
定
に
お
い
て
違
憲
と
し
た
バ
イ
エ
ル
ン
州
法
の
規
定
が
ど
の
よ
う
な

書
き
ぶ
り
だ
っ
た
の
か
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

⒜　

Ｎ
シ
ス
テ
ム
の
根
拠
と
さ
れ
た
ヘ
ッ
セ
ン
州
「
公
共
の
秩
序
と
安
全
」
法
一
四
条
は
、「
公
の
場
所
お
よ
び
特
に
危
険
の
あ

る
公
の
施
設
に
お
け
る
デ
ー
タ
収
集
お
よ
び
そ
の
他
の
デ
ー
タ
処
理
」
と
題
し
て
お
り
、
そ
の
第
五
条
は
、「
警
察
は
、
公
道
お
よ

び
公
の
広
場
に
お
い
て
、
捜
査
記
録
と
の
照
合
を
目
的
に
、
自
動
車
の
ナ
ン
バ
ー
を
自
動
的
に
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
捜
査
記

録
に
含
ま
れ
て
い
な
い
デ
ー
タ
は
、
直
ち
に
消
去
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
規
定
し
て
い
た
。
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
市
に
よ

る
監
視
カ
メ
ラ
設
置
が
法
律
上
の
根
拠
と
し
た
の
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
デ
ー
タ
保
護
法
一
六
条
一
項
、
一
七
条
一
項
で
あ
る
。
同
法

は
、
日
本
に
お
け
る
「
行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」（
行
個
法
）
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
同
法

一
六
条
一
項
の
「
必
要
性
」
に
相
応
す
る
も
の
が
、
行
個
法
三
条
一
項
の
規
定
（「
行
政
機
関
は
、
個
人
情
報
を
保
有
す
る
に
当
た
っ
て

は
、
法
令
の
定
め
る
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
必
要
な
場
合
に
限
り
、
か
つ
、
そ
の
利
用
の
目
的
を
で
き
る
限
り
特
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」）
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
は
特
に
違
和
感
の
な
い
規
定
で
あ
ろ
う
が
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、「
基
本
権
侵
害
の
重
大
性
に

鑑
み
れ
ば
」、
バ
イ
エ
ル
ン
州
デ
ー
タ
保
護
法
一
六
条
一
項
及
び
一
七
条
一
項
は
「
公
共
の
広
場
に
お
け
る
ビ
デ
オ
監
視
に
対
す
る

十
分
な
規
準
を
含
ん
で
い
な
い
」
た
め
、
同
規
定
を
根
拠
と
し
て
行
う
ビ
デ
オ
監
視
は
違
憲
で
あ
る
と
し
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
（
前
述
四
⑴
⒝
）。

　

⒝　

レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
監
視
カ
メ
ラ
決
定
は
、
所
掌
任
務
と
の
み
結
び
付
け
た
バ
イ
エ
ル
ン
州
法
は
法
律
上
の
根
拠
た
り
え
な

い
と
す
る
一
方
、
十
分
に
特
定
的
で
規
範
明
確
的
な
授
権
の
根
拠
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
、
録
画
を
伴
う
公
的
施
設
の
ビ
デ
オ
監
視
は
、

そ
の
た
め
の
十
分
な
き
っ
か
け
が
存
在
し
、
監
視
お
よ
び
録
画
が
と
り
わ
け
空
間
的
・
時
間
的
な
観
点
か
ら
、
ま
た
、
デ
ー
タ
の
利
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用
の
可
能
性
に
関
し
て
比
例
原
則
を
順
守
す
る
場
合
に
は
、
合
憲
で
あ
り
う
る
と
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
法
律
上
の
根
拠
で
あ
れ
ば

よ
い
か
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
語
っ
て
い
な
い
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
具
体
的
な
思
考
に
つ
い
て
は
、
判
例
、
と
り
わ
け
、
合
憲
判

決
の
蓄
積
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い（（（
（

。

⑶　

情
報
自
己
決
定
権
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
制
約

　

⒜　

Ｎ
シ
ス
テ
ム
や
監
視
カ
メ
ラ
が
情
報
自
己
決
定
権
と
い
う
憲
法
上
の
権
利
に
対
す
る
強
度
の
制
約
だ
と
言
わ
れ
て
も
、
ピ
ン

と
こ
な
い
か
も
し
れ
な
い（（（
（

。
単
純
な
個
人
情
報
保
護
は
、
古
典
的
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
と
の
関
係
で
は
保
障
の
埒
外
で
あ
り
、
自
己
情

報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
説
に
あ
っ
て
は
、
お
そ
ら
く
、
権
利
で
は
な
く
、
憲
法
上
保
護
さ
れ
た
利
益
と
い
う
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
比
べ
る
と
、
情
報
自
己
決
定
権
は
、｢

す
で
に
人
格
権
に
対
す
る
危
殆
と
い
う
段
階
に
お
い
て
保
護
が
始
ま
る
と
い
う
点
に

お
い
て
、
行
為
自
由
や
私
事
性
に
対
す
る
基
本
権
的
保
護
を
拡
張
す
る
。
そ
の
種
の
危
殆
状
態
は
、
名
指
し
で
き
る
法
益
に
対
す
る

具
体
的
な
脅
威
よ
り
も
前
に
生
じ
う
る
。
そ
れ
は
特
に
、
個
人
関
連
情
報
が
、
当
事
者
が
見
渡
す
こ
と
が
で
き
ず
、
阻
止
で
き
な
い

仕
方
で
利
用
さ
れ
、
ま
た
は
結
合
さ
れ
る
場
合
で
あ
る｣
（BV

erfGE 120, 274 [311 f.]

）。

　

⒝　

今
後
、
ド
イ
ツ
で
議
論
に
な
る
と
す
れ
ば
、
録
画
な
し
の
ビ
デ
オ
監
視
も
侵
害
と
い
え
る
の
か
、
と
い
っ
た
タ
イ
プ
の
問
題

で
あ
ろ
う
。
日
本
の
実
務
に
お
い
て
お
そ
ら
く
支
配
的
で
あ
る
の
は
、「
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
で
状
況
を
撮
影
し
、
モ
ニ
タ
ー
す
る
だ
け

で
、
録
画
し
て
い
な
い
場
合
に
は
…
…
警
察
官
が
警
ら
を
し
て
目
で
み
て
い
る
の
と
基
本
的
に
は
同
じ
で
あ
」
る（（（
（

、
と
い
う
理
解
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
情
報
自
己
決
定
権
を
前
提
と
し
た
場
合
で
も
、
問
題
と
な
り
う
る（（（
（

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
録
画

を
伴
う
ビ
デ
オ
監
視
は
、
肖
像
権
侵
害
が
別
途
問
題
と
な
り
う
る
こ
と
を
さ
て
お
い
て
も
、
ド
イ
ツ
で
は
、
人
格
権
に
対
す
る
侵
害

で
あ
る
こ
と
に
争
い
は
な
い
。
一
方
、
ド
イ
ツ
Ｎ
シ
ス
テ
ム
判
決
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
不
一
致
の
た
め
即
座
に
消
去
さ
れ
る
ナ
ン

バ
ー
に
つ
い
て
は
、
情
報
自
己
決
定
権
に
対
す
る
制
約
に
当
た
ら
な
い
と
し
て
い
た
。
こ
れ
に
照
ら
せ
ば
、
例
え
ば
交
通
事
故
自
動
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記
録
装
置
（
常
時
撮
影
が
行
わ
れ
、
ス
リ
ッ
プ
音
や
衝
突
音
を
感
知
し
た
場
合
に
そ
の
前
後
数
秒
間
を
記
録
映
像
化
す
る
装
置
）
の
よ
う
に
、

衝
突
音
等
を
感
知
し
な
い
場
合
に
数
秒
後
に
は
自
動
的
に
消
去
さ
れ
る
映
像
に
つ
い
て
は
、
制
限
（
侵
害
）
に
当
た
ら
な
い
と
解
す

る
余
地
が
あ
る（（（
（

。
も
っ
と
も
、
ド
イ
ツ
の
Ｎ
シ
ス
テ
ム
判
決
は
、
上
述
の
通
り
判
例
変
更
の
可
能
性
が
あ
り
、
今
後
が
注
目
さ
れ
る

の
で
あ
る
が（（（
（

。

五　

む
す
び
に
か
え
て

　

単
純
な
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
日
独
の
判
例
法
理
に
は
、
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
情
報
自
己
決
定
権
論
を

導
入
し
た
場
合
、
と
り
わ
け
、
警
察
活
動
に
対
し
て
大
き
な
影
響
が
生
じ
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
警
察
に
よ
る
情
報
収
集
一
般

に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
象
徴
的
な
説
示
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。「
警
察
は
、
当
初
は
法
律
に
よ
る
特
別
な
授
権
な
し
に
、
法
益

を
予
防
的
に
保
護
し
、
あ
る
い
は
後
の
刑
事
訴
追
を
や
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
危
険
の
前
域
に
お
い
て
情
報
を
収
集
し
た
。
そ
の

種
の
観
察
や
情
報
処
理
の
措
置
は
、
長
い
間
、
基
本
権
侵
害
で
あ
る
と
は
位
置
づ
け
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な

措
置
の
多
数
に
つ
い
て
侵
害
的
性
格
が
承
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
後
に
は
、
警
察
は
、
こ
れ
に
対
し
て
法
治
国
家
が
求
め
る
特
定

性
の
要
求
を
充
足
す
る
侵
害
の
授
権
を
必
要
と
す
る
と
い
う
こ
と
が
確
立
し
た
」（BV

erfGE 110, 33 [56]

）。
最
高
裁
Ｇ
Ｐ
Ｓ
捜
査

判
決
は
、
そ
の
転
轍
手
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
捜
査
判
決
の
射
程
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
同
判
決
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
捜
査
に
つ
い
て
、
令
状
を
要
す

る
「
強
制
の
処
分
に
当
た
」
り
、
さ
ら
に
「
検
証
」
で
は
捉
え
き
れ
な
い
性
質
を
有
す
る
と
し
て
、
立
法
的
措
置
を
要
求
し
た
が
、

そ
の
理
由
付
け
に
際
し
、
い
く
つ
か
の
筋
の
異
な
る
発
想
に
依
拠
し
て
い
る（（（
（

。
そ
の
一
つ
は
、
①
Ｇ
Ｐ
Ｓ
捜
捜
査
が
個
人
の
行
動
を

「
逐
一
把
握
」、「
継
続
的
、
網
羅
的
に
把
握
」
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
他
の
一
つ
は
、
②
「
そ
の
よ
う
な
侵
害
を
可
能
と
す
る
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機
器
を
個
人
の
所
持
品
に
秘
か
に
装
着
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
②
を
重
視
す
れ
ば
、
本
判
決
に
新
規
性
は
な
く
、

そ
の
射
程
は
短
い
。
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に（（（
（

、U
nited States v. Jones

判
決（（（
（

の
法
廷
意
見
が
言
う
、
自
動
車
へ
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
装

置
設
置
行
為
は
「
私
有
物
へ
の
物
理
的
な
侵
入
」
で
あ
る
と
の
構
成
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
以
前

の
問
題
と
し
て
処
理
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
た
め
で
あ
る
。
公
権
力
に
よ
る
積
極
的
な
装
置
の
装
着
が
な
い
事
案
に
は
、
本
判
決
の
射

程
は
及
ば
な
い
。

　

一
方
、
①
を
重
視
す
る
場
合
に
も
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
対
す
る
合
理
的
期
待
と
い
う
観
点
を
維
持
し
た
う
え
で
侵
害
性
を
肯
定
し

た
の
で
あ
れ
ば（（（
（

、
射
程
は
中
距
離
に
と
ど
ま
る
。
最
後
に
、
本
判
決
か
ら
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
情
報
自
己
決
定
権
と
通
底

す
る
要
素
を
読
み
取
り
得
る
の
で
あ
れ
ば
、
射
程
は
最
も
長
く
な
る
が
、
従
来
の
（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
）
理
解
と
の
乖
離
も
大
き
い
。

情
報
自
己
決
定
権
は
、
私
的
空
間
や
私
的
事
項
を
保
護
す
る
の
で
は
な
い
。
憲
法
一
三
条
は
、
人
を
保
護
す
る
の
で
あ
り
、
私
的
空

間
は
そ
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
。「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」
と
い
う
言
葉
か
ら
一
三
条
の
内
容
を
画
定
す
る
の
は
、
本
末
転
倒
で
あ
る
。
最

高
裁
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
逆
転
事
件
判
決
（
最
判
平
成
六
・
二
・
八
民
集
四
八
巻
二
号
一
四
九
頁
）
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
い
う
言
葉

を
用
い
る
こ
と
な
く
、
前
科
等
の
公
表
に
よ
っ
て
「
新
し
く
形
成
し
て
い
る
社
会
生
活
の
平
穏
を
害
さ
れ
そ
の
更
生
を
妨
げ
ら
れ
な

い
利
益
」
を
認
め
た
。
情
報
自
己
決
定
権
は
、
ド
イ
ツ
に
限
定
さ
れ
た
議
論
で
は
な
い
。
二
〇
〇
〇
年
施
行
の
ス
イ
ス
憲
法
一
三
条

は
一
項
の
「
私
的
生
活
…
…
の
尊
重
を
求
め
る
権
利
」
と
は
別
に
、
二
項
に
お
い
て　
「
個
人
情
報
の
濫
用
か
ら
の
保
護
」
を
求
め

る
権
利
を
保
障
す
る
。
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章
も
七
条
の
「
私
的
生
活
お
よ
び
家
族
生
活
、
そ
の
住
居
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
尊
重

を
求
め
る
権
利
」
と
は
別
に
、
八
条
に
お
い
て
「
自
己
に
か
か
わ
る
個
人
情
報
の
保
護
を
求
め
る
権
利
」
を
詳
細
に
保
障
し
て
い
る
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
、
新
し
い
人
権
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
す
で
に
、
単
純
な
個
人
情
報
の
保
護
に
対
応
す
る
の
は
、
古
い
言
葉
と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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（
1
）　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
捜
査
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
二
〇
〇
五
年
の
判
決
が
あ
る
（BV

erfGE 112, 304. 

同
判
決
に
つ

き
、
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
Ⅲ
』〔
信
山
社
、
二
〇
〇
八
年
〕
三
七
五
頁
以
下
［
川
又
伸
彦
］
を
参
照
）。
た

だ
し
、
同
判
決
は
第
二
法
廷
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
事
案
が
第
一
法
廷
に
か
か
っ
て
い
れ
ば
異
な
っ
た
判
決
が
下
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

紙
面
の
都
合
上
、
同
判
決
に
つ
き
本
稿
で
立
ち
入
る
こ
と
は
し
な
い
。

（
2
）　

佐
藤
幸
治
「
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
権
利
（
そ
の
公
法
的
側
面
）
の
憲
法
論
的
考
察
」
同
『
現
代
国
家
と
人
権
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇

八
年
）
二
五
九
頁
以
下
（
初
出
：
一
九
七
〇
年
）。

（
3
）　

原
告
か
ら
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
の
侵
害
が
主
張
さ
れ
た
初
期
の
例
と
し
て
、
指
紋
押
捺
に
関
す
る
東
京
高
判
昭
和
六
一
・

八
・
二
五
判
時
一
二
〇
八
号
六
六
頁
を
参
照
（
判
決
は
そ
の
よ
う
な
具
体
的
権
利
を
否
定
）。
明
示
的
に
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
を

認
め
た
裁
判
例
と
し
て
、
レ
セ
プ
ト
情
報
公
開
請
求
事
件
第
一
審
判
決
（
神
戸
地
判
平
成
七
・
一
一
・
二
七
行
集
四
六
巻
一
〇=

一
一

号
一
〇
三
三
頁
）
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
住
基
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
大
阪
高
判
平
成
一
八
・
一
一
・
三
〇
判
時
一
九
六
二
号
一
一
頁
は
、

「
自
己
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
自
己
決
定
す
る
利
益
（
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
）」
を
憲
法
上
保
障
さ
れ
て
い
る

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
重
要
な
一
内
容
と
し
て
明
示
的
に
認
め
て
い
る
。

（
4
）　

以
下
の
記
述
に
つ
き
、
佐
藤
幸
治
『
日
本
国
憲
法
論
』（
成
文
堂
、
二
〇
一
一
年
）
一
八
二
頁
以
下
参
照
。

（
5
）　

住
基
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
最
判
平
成
二
〇
・
三
・
六
民
集
六
二
巻
三
号
六
六
五
頁
や
、
署
名
活
動
に
関
す
る
名
古
屋
高
判
平
成
二
四
・

四
・
二
七
判
時
二
一
七
八
号
二
三
頁
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

（
6
）　

詳
し
く
は
、
小
山
剛
「
自
衛
隊
情
報
保
全
隊
事
件
控
訴
審
判
決
」
判
例
時
報
二
三
二
八
号
（
二
〇
一
七
年
）
三
頁
。

（
7
）　

丸
山
敦
裕
「
判
批
」『
平
成
二
四
年
度
重
要
判
例
解
説
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
三
年
）
一
七
頁
。

（
8
）　

例
え
ば
、
阪
本
昌
成
『
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
権
論
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
八
六
年
）
一
頁
以
下
、
安
西
文
雄
＝
巻
美
矢
紀
＝
宍
戸
常

寿
『
憲
法
学
読
本
〔
第
二
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
四
年
）
八
九
、
九
〇
頁
〔
巻
美
矢
紀
執
筆
〕、
渡
辺
康
行
＝
宍
戸
常
寿
＝
松
本
和
彦

＝
工
藤
達
朗
『
憲
法
Ⅰ　

基
本
権
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
六
年
）
一
二
一
頁
〔
松
本
和
彦
執
筆
〕
な
ど
。

（
9
）　

そ
の
例
と
し
て
、
住
基
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
最
判
平
成
二
〇
・
三
・
六
民
集
六
二
巻
三
号
六
六
五
頁
。
同
判
決
に
つ
き
、
小
山
剛
「
単

純
個
人
情
報
の
憲
法
上
の
保
護
」
論
究
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
一
八
頁
。

（
10
）　BV

erfGE 65, 1. 

本
判
決
の
紹
介
・
分
析
と
し
て
、
藤
原
靜
雄
「
西
ド
イ
ツ
国
勢
調
査
判
決
に
お
け
る
『
情
報
の
自
己
決
定
権
』」
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一
橋
論
叢
九
四
巻
五
号
（
一
九
八
五
年
）
七
二
八
頁
、
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
〔
第
二
版
〕』（
信
山
社
、
二

〇
〇
三
年
）
六
〇
頁
［
平
松
毅
］、
松
本
和
彦
『
基
本
権
保
障
の
憲
法
理
論
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
）
一
三
一
頁
、
玉
蟲
由

樹
『
人
間
の
尊
厳
保
障
の
法
理
』（
尚
学
社
、
二
〇
一
三
年
）
二
八
一
頁
以
下
な
ど
が
あ
る
。

（
11
）　

基
本
法
一
条
一
項
：「
人
間
の
尊
厳
は
不
可
侵
で
あ
る
。
そ
れ
を
尊
重
し
、
保
護
す
る
こ
と
は
、
す
べ
て
の
国
家
権
力
の
義
務
で
あ

る
」。
二
条
一
項
：「
何
人
も
、
自
己
の
人
格
を
自
由
に
発
展
さ
せ
る
権
利
を
有
す
る
」。

（
12
）　

も
ち
ろ
ん
、
国
勢
調
査
判
決
は
、
基
本
法
一
条
一
項
に
結
び
付
い
た
二
条
一
項
に
基
づ
く
情
報
自
己
決
定
権
の
先
例
と
し
て
重
要
で

あ
る
ほ
か
、
通
信
、
住
居
の
よ
う
に
既
存
の
基
本
権
と
の
関
連
で
も
援
用
さ
れ
る
。
戦
略
的
監
視
判
決
（BV

erfGE 100, 313

）：
本
件

で
審
査
の
規
準
と
な
る
の
は
特
別
法
で
あ
る
基
本
法
一
〇
条
で
あ
り
、
基
本
法
一
条
一
項
と
結
び
つ
い
た
二
条
一
項
か
ら
生
じ
る
情
報
自

己
決
定
権
で
は
な
い
が
、
基
本
法
一
〇
条
の
通
信
の
秘
密
の
保
護
領
域
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
、
い
つ
誰
と
通
話
し
た
か
等
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
事
実
に
加
え
、
そ
の
後
の
情
報
処
理
・
デ
ー
タ
処
理
手
続
や
捕
捉
さ
れ
た
事
実
の
利
用
に
対
し
て
も
及
び
、
基

本
法
一
〇
条
二
項
に
基
づ
く
通
信
の
秘
密
の
制
限
は
、
あ
ら
ゆ
る
基
本
権
の
制
限
と
同
様
に
正
当
な
公
共
の
福
祉
目
的
を
追
求
し
、
比
例

原
則
を
遵
守
し
た
法
律
に
よ
る
規
律
を
要
す
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
通
信
の
秘
密
に
対
す
る
侵
害
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
た
個
人
関
連

デ
ー
タ
の
ま
さ
に
処
理
に
関
し
て
、
基
本
法
一
〇
条
か
ら
立
法
者
に
対
す
る
特
別
な
要
請
が
生
じ
る
。｢

そ
の
限
り
で
、
連
邦
憲
法
裁
判

所
が
国
勢
調
査
判
決
に
お
い
て
基
本
法
一
条
一
項
と
結
び
つ
い
た
二
条
一
項
か
ら
展
開
し
た
諸
規
準
は
、
特
別
な
保
障
で
あ
る
基
本
法
一

〇
条
に
も
用
い
る
こ
と
が
で
き
る｣

。
詳
し
く
は
、
小
山
剛
「『
戦
略
的
監
視
』
と
情
報
自
己
決
定
権
」
法
学
研
究
七
九
巻
六
号
（
二
〇
〇

六
年
）
一
頁
以
下
。

（
13
）　BV

erfGE 120, 378.　

實
原
隆
志
「
ド
イ
ツ
︲
Ｎ
シ
ス
テ
ム
判
決
」
大
沢
秀
介
＝
小
山
剛
編
『
自
由
と
安
全
』（
尚
学
社
、
二
〇
〇

九
年
）
二
七
四
頁
以
下
。

（
14
）　

二
〇
〇
七
年
二
月
二
三
日
第
一
法
廷
第
一
部
会
決
定
（BV

erfGK
 10, 330

）。

（
15
）　

連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
は
、
Ｎ
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
部
会
で
は
な
く
、
改
め
て
法
廷
と
し
て
判
断
す
る
よ
う
で
あ
る
。
予
想
さ

れ
る
の
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
の
照
合
後
に
自
動
的
に
消
去
さ
れ
る
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
も
情
報
自
己
決
定
権
の
制
約
で
あ
る
と
い
う
方

向
で
の
見
直
し
で
あ
る
。
な
お
、
本
文
で
紹
介
し
た
ド
イ
ツ
Ｎ
シ
ス
テ
ム
判
決
自
体
、
次
の
よ
う
に
説
示
し
て
い
た
（BV

erfGE 120, 
378 (430)

）。
自
動
車
ナ
ン
バ
ー
の
自
動
的
な
把
握
が
、
す
べ
て
の
人
に
対
し
て
、
特
定
の
場
所
を
通
過
し
た
だ
け
で
行
わ
れ
る
こ
と
は
、
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永
続
的
な
監
視
と
い
う
印
象
を
与
え
る
。
監
視
さ
れ
て
い
る
と
い
う
感
情
は
萎
縮
効
果
を
招
き
、
基
本
権
行
使
に
有
害
な
影
響
を
与
え
る
。

そ
の
こ
と
は
、
個
人
の
発
展
の
機
会
だ
け
で
な
く
公
益
に
も
打
撃
を
与
え
る
。
自
己
決
定
は
、
市
民
が
行
動
し
協
働
す
る
可
能
性
に
基
づ

い
た
自
由
で
民
主
的
な
共
同
体
の
基
本
的
な
機
能
条
件
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
印
象
」
や
「
萎
縮
効
果
」
に
焦
点
を
合
わ
せ

れ
ば
、
照
合
後
即
座
に
消
去
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
重
要
な
差
異
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
16
）　

そ
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
小
山
剛
「
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
監
視
カ
メ
ラ
決
定
」
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例

Ⅳ
』（
信
山
社
、
近
刊
）
で
触
れ
て
い
る
。

（
17
）　

情
報
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
に
対
す
る
侵
害
が
常
に
際
限
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
つ
い
て
、
法
律
の
根
拠
と
の
関
係
で
批
判
的
に
言

及
す
る
も
の
と
し
て
、
笹
倉
宏
紀
「
捜
査
法
の
体
系
と
情
報
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
」
刑
法
雑
誌
五
五
巻
三
号
（
二
〇
一
六
年
）
四
四
〇
頁
以

下
。

（
18
）　

田
村
正
博
『
全
訂
警
察
行
政
法
解
説
〔
第
二
版
〕』（
東
京
法
令
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
三
二
六
頁
。

（
19
）　

カ
メ
ラ
お
よ
び
モ
ニ
タ
ー
に
よ
る
単
純
な
監
視
は
、
単
に
警
察
官
の
目
を
技
術
的
に
強
化
し
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
量
的
差
異
は
あ
る

が
質
的
差
異
は
な
い
と
す
る
学
説
と
し
て
、M

. A
. Zöller, M

öglichkeiten und Grenzen polizeilicher V
ideoüberw

achung, 
N

V
w

Z 2005, 1235　

(1235, 1238)
．
特
別
な
監
視
能
力
を
備
え
た
映
像
の
中
継
は
、
量
的
に
も
質
的
に
も
警
察
官
に
よ
る
公
共
場
所
の

短
時
間
の
監
視
と
は
異
な
る
と
す
る
裁
判
例
と
し
て
、V

GH
 M

annheim
, U

rteil vom
 21. 7. 2003, N

V
w

Z 2004, 498, 500.

（
20
）　

田
村
・
前
掲
注
（
18
）、
三
二
三
頁
。

（
21
）　

前
掲
注
（
15
）
を
参
照
。

（
22
）　

山
本
龍
彦
「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
捜
査
違
法
判
決
と
い
う
ア
ポ
リ
ア
？
」
論
究
ジ
ュ
リ
ス
ト
二
二
号
（
二
〇
一
七
年
）
一
四
八
頁
以
下
も
参
照
。

（
23
）　

松
代
剛
枝
「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
及
び
携
帯
電
話
に
よ
る
位
置
情
報
取
得
捜
査
」
井
田
良
＝
井
上
宜
裕
＝
白
取
祐
司
＝
高
田
昭
正
＝
松
宮
孝
明
＝

山
口
厚
編
『
浅
田
和
茂
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
〔
下
巻
〕』（
成
文
堂
、
二
〇
一
六
年
）
四
八
頁
以
下
、
湯
淺
墾
道
「
位
置
情
報
の
法
的
性

質
」
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
総
合
科
学
四
号
（
二
〇
一
二
年
）
一
七
九
︲
一
八
〇
頁
な
ど
。

（
24
）　U

nited States v. Jones, 132 S. Ct. 945 (2012).

（
25
）　Jones

判
決
のA

lito

裁
判
官
ら
四
裁
判
官
補
足
意
見
は
、
こ
の
よ
う
な
立
場
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
松
代
・
前
掲
注
（
23
）、
五
〇
頁
、

尾
崎
愛
美
「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
捜
査
の
適
法
性
に
関
す
る
最
高
裁
大
法
廷
判
決
を
受
け
て
（
下
）」
捜
査
研
究
八
〇
〇
号
（
二
〇
一
七
年
）
五
頁
。
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転換点としてのGPS捜査判決？

　
　

な
お
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
最
高
裁
大
法
廷
判
決
の
憲
法
三
五
条
理
解
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
雅
人
＝
石
田
寿
一
「
判
解
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五
〇
七
号

（
二
〇
一
七
年
）
一
一
〇
頁
を
参
照
。

＊　

大
沢
秀
介
教
授
は
、
自
由
と
安
全
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
き
、「
現
代
社
会
の
自
由
と
安
全
」
公
法
研
究
六
九
号
（
二
〇
〇
七
年
）
一

頁
以
下
、「
監
視
カ
メ
ラ
に
関
す
る
憲
法
上
の
一
考
察
」
警
察
学
論
集
六
〇
巻
八
号
（
二
〇
〇
七
年
）
五
五
頁
以
下
に
代
表
さ
れ
る
、
多

く
の
研
究
を
公
に
し
て
い
る
。
本
稿
は
、
大
沢
教
授
が
切
り
拓
い
た
憲
法
と
警
察
の
情
報
活
動
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
法
の
視
点
か
ら
若
干

の
検
討
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。


